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非常に数奇な形で経験させられ いまだ避難先で日常を回復できないままに置かれて るからである。山中郷もこの日震度六弱の激しい揺れに見舞われたが、地盤が強固であったがため家屋 倒壊などはなく、また太平洋岸 襲来した津波の被害を直接こうむることもなかった。ところが、福島県双葉郡大熊町・双葉町所在 東京電力福島第一原子力発電所が震度六強の地震と津波によっ 制御不能に陥り、三月一二日、一四日 一五日の三回 わたっ 水素爆発を起こし、大量放射性物質を飛散させ、原発周辺住民を避難させることになると その時々の気象条件をまったく顧慮しない、この時期、こ たりの風は山から海に向かって吹く いう〝常識〟に従っ 〝風上〟にと判断された山中郷、とりわけその中心である最南東端をわず 原発から三〇㎞圏がかすめる福島県相馬郡飯舘村は、三月一二日から避
難民の受け入れ先となり、同村民は非常炊き出しや避難場所の設営に動員された。　
しかし、間もなく飯舘村を含む三〇㎞圏外の山中郷も放射性物質の












けていないが、原発事故の被害だけは容赦なしに襲いかかって来たのである。飯舘村民は「おれたちは何もしていないの 、どうしてこんな目に遭わなくてはならないのか」とつぶやくのに、私は答えることばを持つことができ 。それにつけても、これからみて行くように中村藩が行政的に七郷を設定するとき、他の郷からはじき出された村々によって構成され ことになった山中郷が負わされた現代 おける禍害の受難の意味する ころに歴史的な考察を加える必要があるのではなかろうか。少なくとも安易に宿命 どということばで片付 られることではないのである。　
近世に中村藩主となる相馬氏の祖は一三二二（元亨二）年頃までに
陸奥行方郡小高村（現福島県南相馬市小高区） 入部し、鎌倉末・南北朝・室町・戦国期を経過するが、この流れのなか 、やがて陸奥仙台藩主となる伊達氏と陸奥宇多郡（現福島県相馬市・相馬郡新地町）の支配をめぐって代々激しい攻防を重ねる そ 終末段階での両者の立役者は相馬義胤と伊達政宗であったが、一五八六（天正一四）年一二月三日に関白豊臣秀吉が発した奥羽惣無事令 宇多郡 おける両者の境界 現相馬市 新地町との境となってい ところで決定する。 八九一（天正一九）年に政宗は出羽米沢城（現山形県米沢市）から陸奥玉造郡岩出山城（現宮城県大崎市）に封じこめられるが、義胤は一五九七（慶長二）年 小高城から行方郡牛越城（現南相馬市原町区）に移ってい 。一五九八年（慶長三）年八月八日の太閤秀吉
の歿後に起きた一六〇〇（慶長五）年の関ヶ原合戦では政宗・義胤とも徳川家康 つい が、結果はいうまでもない。政宗は同年一二月に陸奥仙台城（現宮城県仙台市）に移ってその地歩を固めることになるが、石田三成との関係について家康から疑念を持たれていた義胤 、一六〇二（慶長七）年五月に常陸水戸城（現茨城県水戸市）から出羽久保田城（現秋田県秋田市） 減封のうえ移された佐竹義重 郎等扱いで領地没収の憂き目に遭っている。　
そこで義胤の嫡男で三成の偏諱を受けていた相馬三胤が名を蜜胤と
改め、江戸に赴き、征夷大将軍就任前の家康とそ 周辺に嘆願を繰り返し、同年一〇月までに蜜胤は義胤の旧領を新知 して与 られ、願譜代に取り立てられる。中村藩で このことをもってしばしば本領安堵とみなしたがるが、それなら義胤に戻されるわけであり、義胤の旧領がたまたま新知とし 蜜胤 与えられたので、意味はま たく異なるのである。なお、同年一二月には蜜胤は家康 側近土井利勝 偏諱をえて利胤に改めているが 近世大名相馬氏の初代 利 とされることは、所 利胤への であることを如実 示しており、願譜代とされたことも名誉というのではなしに、何ごとも仰せに従うという義務を要求されたようなもので 徳川累代の譜代の監視のもと置かれたというのが実態であっ 一六〇三（慶長八）年二月 三日、家康が征夷大将軍に任ぜら 、幕府が開かれ と 利胤は幕府が各大名に課した千石夫（一〇〇〇石につき一人）の負担を率先倍にすることを誓っているが、同年 領地没収 いう凶事に遭遇した
iii はしがき
牛越城を不吉として、居城をもとの小高城に戻している。しかし、利胤は一六一一（慶長一六）年七月になると居 を宇多郡中村（現相馬市）に移すための工事を始める。それは仙台城を居城とする伊達氏への備えということもあったが、仙台藩境から僅かに六㎞も距たらないこの地点に城を ことは端倪すべからざる政宗へ 強い警戒感を有する幕府 意向が強く働いているこ を見逃すこと できな 。そして、その工事中の同年一〇月二八日、 地震・津波に見舞われ、相馬領内で七〇〇人溺死という記録が残されているが 同年一二月二日中村城への移徙は達成される。近世陸奥中村藩の成立である。　
このようにして成立した中村藩は陸奥宇多郡・行方郡・標葉郡の三







部に前田村・佐須村の二か村を設けるととも 、山 部の草野村・飯樋村・関沢村・二枚橋 ・臼石 五か村を中ノ郷に組み入れている。　
つぎに、中ノ郷では一六五六（明暦二）年に前記五か村を組み入れ
たが、その直後 草野 から深谷村・伊丹沢村・松塚村・関根村の四か村、関沢村から小宮村・沼平村・八木沢村・芦股 の四か 、二枚橋村 ら須萱村の一か村をそれぞれ分村するととも それまでの飯樋村域内に比曽 を分 ではなしに新 として設置している。なお、そのとき中ノ郷から山間部 津島村が標葉郡に組み替えられ　
ついで、小高郷では一六五六（明暦二）年に山中 と 直接かかわ
らないが、標葉郡から上浦村・浦尻村・行津 下浦 の四か を編入している。 して、ここは 四郷と呼ばれ、 『倭名類聚鈔』の宇良郷に由来するとのことで つて一九二〇（大正九）年からの干拓でいまは消滅 た井田川浦 現地確認に行った き、案内してくれた古老から、自分たちは先祖から 氏に ながる人 であることに誇りをもてと われて来たが、こ 一帯がなぜ小高郷に組み入れ れたの
iv
か、一大名にそうした権限があるのかと詰問され、返事に窮したことがある。どうも標葉氏につながるという意識を持つ人にはこの組み入れにいまだこだわりがあると感じていた。中村藩が一六三九（寛永一六）年 標葉郡への郷立をな えなかったのは、そのあたりのことがからんでいるのではなかろうかと今 って思えるところがある。なお、浦四郷地内 ある蓬田村はこの組み入れ時点で上浦村域に新設されたものである。そして、小高郷で山中郷にかかわるも としては、この一六五六（明暦二 山間部の野川村 標葉郡に組み入れられている。　
さらに郷立のなされていない標葉郡では一六五六（明暦二）年に前
記浦四郷を小高郷に組み替え、中ノ郷から 津島 、小高郷ら山間部の野川村を組み入れる 山中 とのか わりで 、組み入れ後すぐ山間部の津島村から赤宇木村・羽附村・芹沢村・水境村・昼曽根村の五か村、同じく山間部の野川村から落合 をそれぞれ分 としている。　
その後、一六九七（元禄一〇）年に標葉郡を二つに分け、北標葉郷
と南標葉郷を郷立するとともに、山中郷の 立が行なわれるが、標葉郡では一六九七（元禄一〇）年に山間部の津島村から下津島村を、同じく山間部の野川村から上野川村を分村させたうえで、新設される中郷に山間部の津島村・下津島 ・赤宇木 ・昼曽根 ・羽附村・野川村・上野川村・落合村・芹沢村・水境 の一〇か村 編入し 残る標葉郡の北部二五か村をもって北標葉郷とし、標葉郡 南部三〇 村
をもって南標葉郷としている。　
また、山中郷は宇多郷から玉野村・東玉野村（笹町とも）の二か村、
北郷から大倉村・佐須村・前田村の三か村、中ノ郷から草野村・飯樋村・深谷村・関沢 芦股 小宮 ・松塚 ・臼石村・関根村・沼平村・比曽村・八木 伊丹沢村・須萱村・二枚橋村の一五か村、標葉郡から津島 野川村・落合村・上野川 芹沢 水境 羽附村・赤宇木 下津島村・昼曽根村の一〇か村の、いずれも宇多郡・行方郡・ の西部山間部、すなわち阿武隈山地を縦断するようにはじき出された合計三〇か村をもって新たに構成された行政区画なのである。すでにみてきたようにこれら三〇か は山間部にあり、それゆえに多くは母村から切り離された分 であり、ここにいたるまで郷や郡の間 山間部ゆえ 組み入れや組み替えがなされ うえで、さらに分村されたものが多く、こうした村々を集めて作 れた新しい行政区画であるから、はじき出された三〇か と、あえ 表現し のである。しからば、何 はじき出されたかといえば、 という阿武隈山地の高冷の地であり、歴史的にも冷害飢饉に遭遇しやすい地域であったからである。　
山中郷が新設された一六九七（元禄一〇）年、飯樋村に陣屋が置か













































やらねばならぬことが多かったが、一つは家臣団の整理であった。所領は新知ではあったが、別に移封されて来たわけではなかったから、戦国以来の家臣団がそのままで領内に存在していた。そのすべてを兵農分離ということ 城下中村 集住をさせ わけには行かなかった。城代以下二六三の役職がみられる 役職によっては複数を必要としたとしてもその数に 限り あった。麓（府下）給人と 城下あるいはしかるべき部署に配置された者お そ五〇〇人はやが 家中と呼ばれることになるが、家中とされなかった従来からの知行所持の者に対しては一六一三（慶長一八）年から年三両一分 役金を課すことにし、一六一八（元和 ）年からはそれを年四両に引き上げた。これ対して五八三人が反発 、役金 免じら なけ ば、知行返上をする旨の連判状を作っ 訴えた。これに対して利胤 願の通り、暇をと
せるから、当領からの去就は勝手次第という処置をとった。ていのいいリストラである。そして、この訴訟に加わらなかった三〇一人については、知行三〇石であった者は七石、二五石であった者は五石というように減石し、身分は武士のまま 領内で農業に従事することを認めている。これが在郷給人であるが、とくに本地給人とか古発給人呼ばれる者はこの時点で任ぜ れた者である。そ 後、何回 にわって在郷給人の取り立ては行なわれてい 中切給人または新知給人と呼ばれる者がそれであり かつて暇を下され 五八三 の裔のなかから一六六一（寛文元）年以降 一七〇四（元禄一七）年 かけての開墾の実績を見定め認定さ た者である。さ に一七 一 （正徳元）年からは、やはり五八三人の裔 なかから開墾の実績や献金によって郷士として取り立てられる者がい が、それに 五八 の裔とはかかわりのない者も含まれてい 。なお、在郷給人と郷士 間に 勤務上の差異はみられなかった。　
このような在郷給人および郷士の山中郷分についてまとめたものが、





の上、校訂したものであり、第二部については岩本が写真版にもとづき飜刻し 多田が岩本とともに原本と照合の上、校訂したものである。そして、それを東北アジア研究センター教授高倉浩樹の校閲をえて刊行の機会を求めたのである。なお、多田と岩本との関係であるが、岩本が山形大学在職中に一九七六年から七九年にかけて 『飯舘村史』 （全三巻）の編纂・執筆にかかわったとき、飯舘村教育委員会 とめていた多田は村史関係の事務を担当し、さらに執筆に加わっている。まや二人とも『飯舘村史』 執筆 た数少ない生き残りであり、今回の史料飜刻はすでに父君を継いで飯舘村草野の綿津見神社宮司 なっている多田に私が働きかけたものである。多田は飯舘村が震災後、計画的避難区域となり、避難生活を余儀なくされているなかで快く応じてくれた。付言すれば、 「山中郷給人系図目録」および「村々調
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六十六（七）人」を載せているが、 合計数字に錯誤がある。それは「合五十三人」とある寛文筋目についてであ が、系図五十一番と五十二番の間に、番号を付されて ない「草野村
　
四条仁右衛門」の系図が








































人は、野川村に六人、二枚橋村に二人、玉野村に二人、比曽村に一人、昼曽根村に一人 津島村に一人とあるが、当時はいまだ山中郷はおろか 宇多郷・北郷・中ノ郷・小高郷も成立して い段階であり、一六五六（明暦二）年 成立する昼曽根村・比曽村、一六七八（延宝六）年に成立する玉野村は存在しない。当時は昼曽根 は津島村、比曽村は飯樋村、玉野村は山上 である。それが当時成立していな名になっているのは、幕末期にこの系図 編集された段階での 名で
記載されたからである。また、一六六一～七三（寛文年間）に取り立てられた寛文筋目五五人は、飯樋村に二〇人、草野村に一二人（系図番号なしの挿入分一人を含む） 大倉 五人、津島村に五人、深谷村に四人、野川村に四人、玉野村に二人、関沢村に 人、小宮村に一人、八木沢村に一人とあるが この時点でも山中郷は成立しておらず、一六七八（延宝六）年に成立する玉野村もいまだ存在せず、山上村であった。　
つぎに二によれば、一六七三～八一（延宝年間）に取り立てられた
延宝開発給人 は、玉野村に三人、津島村に三人、大倉村に二人、関沢村に二 、八木沢 二 飯樋 二 笹町（東玉野村とも）に一人、前田村に一 とあるが、そのさい、その家の由緒を示す「朱印」状などを紛失してしまっている者で在郷給人として取り立てられた者が四人あり 比曽 深谷村に一人、飯樋 一津島村に一人 なっている。それから「宝永五年被下」とあるのは一七〇五年のことであるから、一六九七（元禄一〇）年の山中後になるわけであるが、比曽村に一人、玉野村に一人、津島の計三人が在郷給人として取り立 れている。そ て 郷士であるが、一六八八～一七〇四（元禄年間 入ると その取り立てが行なわれるようになり、大倉村に九人、飯樋村 五 野川 三 玉野村に二人 津島村 二人、関沢村に一人、二枚橋村に一人、深谷村に一人、比曽村に 人の計 五人となっている。　
また、三によれば、一七〇五（宝永五）年に臼石村に取り立てられ
177 解題








なお、 これら目録は、 「文政五年御改」 、 すなわち一八二二 （文政五午年）
年の改め記録を基準に系図をさか ぼり、また下に続ける手法を採っている。各家系図の末尾もしくはその一～二代前の当主に、 例えば「午三十一才」とあれば、その当主が一八二二（文政五年）年 三十一歳であったことを示す。また、各系図の上方の当主にのちの山中郷以外の村名がみられるのは、その家がそこから山中郷に移されたことを示し、 「山中二枚橋村ニ移」とか「自是飯樋村住宅」と 記載のある当主の代からその地に住むようになっ ことを知ることができる。　
ところで、東京電力福島第一原発の水素爆発事故後、一か月も経っ






















































 政 村 村　　高 田　　畑 内　　　　　　　　　　　　　　訳 村位 天明中 嘉永元年 内　　　　　　　　　　　　　　　　訳
生　　地 荒　　地 万  倒  地 御除地 境畑免地 戸　数 戸　数 百　姓 給　人 郷　士 又家中 足　軽 寺 山　伏 社　家
葛尾村
石 斗 升 合 勺 町 反 畝  歩 町 反 畝  歩 町 反 畝  歩 反 畝  歩 歩 反 畝  歩 軒 軒 軒 軒 軒 軒 軒 軒 軒 軒
上野川村 17,3 , 4 , 9 , 5 17,0 , 0 , 13 3,2 , 2 , 14 13,0 , 5 , 19 2 ,00 10 下　　上 13 4 4
野 川 村 145,9 , 5 , 6 , 2 100,6 , 8 , 09 26,2 , 7 , 04 74,0 , 7 , 28 3 ,3 , 07 下　　上 43 33 20 11 1 1




津 嶋 村 242,0 , 4 , 8 , 0 47,5 , 1 , 23 15,3 , 5 , 15 31,9 , 7 , 26 1 ,8 , 13 中　　下 23 18 12 4 1 1
赤宇木村 205,1 , 6 , 9 , 1 42,1 , 0 , 03 10,8 , 4 , 10 30,8 , 0 , 25 4 ,4 , 28 下　　上 34 14 11 3
下津嶋村 35,7 , 7 , 1 , 6 17,8 , 6 , 00 12,0 , 8 , 21 5,6 , 5 , 07 1 ,2 , 02 下　　上 22 19 15 4
昼曽根村 11,5 , 2 , 5 , 3 4, 7 , 5 , 02 2,6 , 8 , 00 2,0 , 4 , 04 2 ,28 下　　下 6 3 2 1
水 境 村 28,8 , 2 , 3 , 8 11,1 , 2 , 22 0 10,9 , 1 , 21 3 ,14 1 ,7 , 17 下　　下 6 0
羽 付 村 43,3 , 6 , 5 , 5 15,0 , 1 , 14 0 14,8 , 6 , 02 1 ,5 , 12 下　　下 8 0






比 曽 村 324,9 , 9 , 8 , 1 114,6 , 9 , 24 25,0 , 6 , 25 89,6 , 0 , 05 2 ,24 下　　下 113 29 28 1
飯 樋 村 2583,3 , 0 , 3 , 5 291,4 , 2 , 28 98,6 , 7 , 23 192,3 , 1 , 28 4 ,2 , 21 中　　中 208 110 75 23 8 1 2 1
小 宮 村 276,4 , 0 , 4 , 1 54,3 , 6 , 00 8,3 , 5 , 10 45,5,3,16 4 ,7 , 04 下　　上 70 12 10 2
沼 平 村 29,4 , 7 , 3 , 6 7, 7 , 0 , 00 2,6 , 9 , 25 5 ,0 , 05 下　　中 8 3 3
関 沢 村 285,2 , 6 , 6 , 6 44,4 , 4 , 24 14,1 , 1 , 00 30,3 , 3 , 24 中　　下 70 20 15 5
芦 股 村 37,1 , 6 , 5 , 5 8, 1 , 4 , 27 4 ,2 , 28 7,7 , 1 , 29 下　　中 13 3 2 1
屋木沢村 21,0 , 1 , 4 , 1 7, 1 , 1 , 19 2,5 , 4 , 13 4,5 , 7 , 06 下　　下 13 7 5 2
草 野 村 505,6 , 9 , 7 , 0 65,4 , 4 , 24 37,7 , 0 , 15 27,0 , 4 , 09 中　　中 78 57 45 5 5 1 1
深 谷 村 480,4 , 7 , 7 , 8 90,0 , 4 , 17 17,6 , 6 , 18 72,4 , 3 , 26 1 ,0 , 16 下　　上 34 23 19 4
伊丹沢村 347,3 , 6 , 5 , 9 82,4 , 0 , 09 11,0 , 4 , 05 71,3 , 6 , 04 下　　上 20 13 12 1
松 塚 村 201,7 , 0 , 5 , 1 47 ,7 , 8 , 24 11,9 , 5 , 25 35,8 , 2 , 26 下　　中 24 11 11
関 根 村 98,8 , 0 , 1 , 8 24,1 , 8 , 10 3,7 , 5 , 18 20,4 , 3 , 02 下　　中 21 4 3 1
臼 石 村 65,5 , 0 , 9 , 4 14,1 , 5 , 27 6,6 , 6 , 22 7,4 , 9 , 05 下　　中 20 16 13 3
二枚橋村 33,2 , 4 , 1 , 8 35,0 , 3 , 24 9,0 , 6 , 17 25,4 , 3 , 07 下　　下 25 17 12 4 1
須 萱 村 44,0 , 5 , 2 , 0 19,1 , 7 , 04 5,0 , 3 , 26 14,1 , 3 , 08 下　　下 18 8 8
前 田 村 90,0 , 4 , 2 , 8 42,0 , 5 , 24 17,6 , 8 , 09 24,3 , 7 , 15 下　　下 32 19 17 2
佐 須 村 66,6 , 6 , 0 , 0 14,5 , 6 , 14 14,5 , 6 , 14 0 下　　下 24 20 20
大 倉 村 308,7 , 7 , 5 , 0 36,7 , 3 , 26 28,9 , 6 , 16 7,7 , 7 , 10 中　　上 不明 45 無　　　　　　記　　　　　　入
相馬市
玉 野 村 118,2 , 0 , 5 , 7 無記入 無記入 無記入 下　　上 32 25 13 10 2








 政 村 村　　高 田　　畑 内　　　　　　　　　　　　　　訳 村位 天明中 嘉永元年 内　　　　　　　　　　　　　　　　訳
生　　地 荒　　地 万  倒  地 御除地 境畑免地 戸　数 戸　数 百　姓 給　人 郷　士 又家中 足　軽 寺 山　伏 社　家
葛尾村
石 斗 升 合 勺 町 反 畝  歩 町 反 畝  歩 町 反 畝  歩 反 畝  歩 歩 反 畝  歩 軒 軒 軒 軒 軒 軒 軒 軒 軒 軒
上野川村 17,3 , 4 , 9 , 5 17,0 , 0 , 13 3,2 , 2 , 14 13,0 , 5 , 19 2 ,00 10 下　　上 13 4 4
野 川 村 145,9 , 5 , 6 , 2 100,6 , 8 , 09 26,2 , 7 , 04 74,0 , 7 , 28 3 ,3 , 07 下　　上 43 33 20 11 1 1




津 嶋 村 242,0 , 4 , 8 , 0 47,5 , 1 , 23 15,3 , 5 , 15 31,9 , 7 , 26 1 ,8 , 13 中　　下 23 18 12 4 1 1
赤宇木村 205,1 , 6 , 9 , 1 42,1 , 0 , 03 10,8 , 4 , 10 30,8 , 0 , 25 4 ,4 , 28 下　　上 34 14 11 3
下津嶋村 35,7 , 7 , 1 , 6 17,8 , 6 , 00 12,0 , 8 , 21 5,6 , 5 , 07 1 ,2 , 02 下　　上 22 19 15 4
昼曽根村 11,5 , 2 , 5 , 3 4, 7 , 5 , 02 2,6 , 8 , 00 2,0 , 4 , 04 2 ,28 下　　下 6 3 2 1
水 境 村 28,8 , 2 , 3 , 8 11,1 , 2 , 22 0 10,9 , 1 , 21 3 ,14 1 ,7 , 17 下　　下 6 0
羽 付 村 43,3 , 6 , 5 , 5 15,0 , 1 , 14 0 14,8 , 6 , 02 1 ,5 , 12 下　　下 8 0






比 曽 村 324,9 , 9 , 8 , 1 114,6 , 9 , 24 25,0 , 6 , 25 89,6 , 0 , 05 2 ,24 下　　下 113 29 28 1
飯 樋 村 2583,3 , 0 , 3 , 5 291,4 , 2 , 28 98,6 , 7 , 23 192,3 , 1 , 28 4 ,2 , 21 中　　中 208 110 75 23 8 1 2 1
小 宮 村 276,4 , 0 , 4 , 1 54,3 , 6 , 00 8,3 , 5 , 10 45,5,3,16 4 ,7 , 04 下　　上 70 12 10 2
沼 平 村 29,4 , 7 , 3 , 6 7, 7 , 0 , 00 2,6 , 9 , 25 5 ,0 , 05 下　　中 8 3 3
関 沢 村 285,2 , 6 , 6 , 6 44,4 , 4 , 24 14,1 , 1 , 00 30,3 , 3 , 24 中　　下 70 20 15 5
芦 股 村 37,1 , 6 , 5 , 5 8, 1 , 4 , 27 4 ,2 , 28 7,7 , 1 , 29 下　　中 13 3 2 1
屋木沢村 21,0 , 1 , 4 , 1 7, 1 , 1 , 19 2,5 , 4 , 13 4,5 , 7 , 06 下　　下 13 7 5 2
草 野 村 505,6 , 9 , 7 , 0 65,4 , 4 , 24 37,7 , 0 , 15 27,0 , 4 , 09 中　　中 78 57 45 5 5 1 1
深 谷 村 480,4 , 7 , 7 , 8 90,0 , 4 , 17 17,6 , 6 , 18 72,4 , 3 , 26 1 ,0 , 16 下　　上 34 23 19 4
伊丹沢村 347,3 , 6 , 5 , 9 82,4 , 0 , 09 11,0 , 4 , 05 71,3 , 6 , 04 下　　上 20 13 12 1
松 塚 村 201,7 , 0 , 5 , 1 47 ,7 , 8 , 24 11,9 , 5 , 25 35,8 , 2 , 26 下　　中 24 11 11
関 根 村 98,8 , 0 , 1 , 8 24,1 , 8 , 10 3,7 , 5 , 18 20,4 , 3 , 02 下　　中 21 4 3 1
臼 石 村 65,5 , 0 , 9 , 4 14,1 , 5 , 27 6,6 , 6 , 22 7,4 , 9 , 05 下　　中 20 16 13 3
二枚橋村 33,2 , 4 , 1 , 8 35,0 , 3 , 24 9,0 , 6 , 17 25,4 , 3 , 07 下　　下 25 17 12 4 1
須 萱 村 44,0 , 5 , 2 , 0 19,1 , 7 , 04 5,0 , 3 , 26 14,1 , 3 , 08 下　　下 18 8 8
前 田 村 90,0 , 4 , 2 , 8 42,0 , 5 , 24 17,6 , 8 , 09 24,3 , 7 , 15 下　　下 32 19 17 2
佐 須 村 66,6 , 6 , 0 , 0 14,5 , 6 , 14 14,5 , 6 , 14 0 下　　下 24 20 20
大 倉 村 308,7 , 7 , 5 , 0 36,7 , 3 , 26 28,9 , 6 , 16 7,7 , 7 , 10 中　　上 不明 45 無　　　　　　記　　　　　　入
相馬市
玉 野 村 118,2 , 0 , 5 , 7 無記入 無記入 無記入 下　　上 32 25 13 10 2






は一一三戸が二九戸に、飯樋村が二〇八戸が一一〇戸に減ったままであり、山中郷唯一の施業村である草野村でさえ七二戸あったのが五〇戸に留まっており、もともと小村であった水境村・芹沢村・羽附村の三村は「戸数無之」という有様 ったから、山中郷は未完成のままとして提出させなかった であり、そこに富田主導の「報徳仕法」の欺瞞性が象徴 れ いるといえよう。　
ただ、 『奥相志』は一八七一（明治四）年に藩主に献じられて以来、
一般の目に触れることは稀で、前掲『相馬市史』４に『奥相志』の飜刻が載るまでは山中郷は南標葉郷とともに未完であることは広く知られていなかった。だから、一九〇一（明治三四）年に当時の相馬郡飯曽村大字飯樋の村社大雷神社の氏子総代が同社を村社から郷社への昇格を福島県に申請したとき、同社が「元山中郷々鎮守タリシ證」の「第壱号」として「奥相志抜書」を挙げ その「附記」 、 「相志トハ相馬藩侯封内ノ地理神社仏閣名所旧跡各豪ノ家系ヲ蒐録セシ書ニ
（脱）
シテ旧藩邸ニ蔵置セリ」 （飯舘村飯樋大雷神社社務所所蔵文書）
と解説されている。当時なお存命者もいたであろう一八四八 （嘉永元）年に行なわれた藩の「村々調」にかかわった村役人 ちはそ 記録が『奥相志』山中郷として東京 旧藩邸に所蔵されていることを夢々疑っていなかったことを示す逸話である。　
なお、 「村々調」を利用するときの手がかりとして、 「一八四八（嘉

















由輝氏を紹介いただいた。そこで、岩本氏が東日本大震災後に、相馬市内で歴史文書レスキューを行ったことを聞いた。その活動で、岩本氏は同市内の海東家文書約１万点の相馬市歴史資料収蔵館への寄贈に関わったが、そ ときに、本書に掲載され 「旧陸奥中村藩山中郷基本資料」を発見した だとい 。この史料 学問的 そして文化財としての価値を認められ 岩本氏は 飯舘村綿津見神社の宮司である多田宏氏とともに翻刻をすすめてきたという。はしがきや解題など 紹介されているよう 、この史料は東日本大震災における東京電力福島第一原発事故により計画的避難地域となっ 旧中村藩山中郷 近世史に関わる基本資料である。　
先にも述べたように私自身は、震災後の地域社会の復興において文









がいいと考え、東北大学の同僚である佐藤大介氏（災害科学国際研究所准教授） 泉田邦彦氏（大学院文学研究科博士課程）にも加わってもらうことにした。お二人には史料の校訂に関わっていただいた。なお、佐藤氏は現在の所属である災害科 国際研究所が発足する以前には、東北アジア研究センター 同僚であった。　
出版に関わる一連の作業に参加することで文字史料という文化遺産
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